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ホームページを訪れてみた。同市の説明によると、一五世紀中頃までの書物には、 「釜山」ではなく「富山」 （発音はプサン）という表記が出てくるという。そして「富山」と「釜山」の併記時期を経て、一五世紀 末に「釜山」に一般化された。この「釜」という表現は、山に囲まれた当時の地形
を表したようであるが、韓国全土がそうであるように、釜山市にも山が多い。　
そのため、釜山市の大学の大部





















六月二五日に勃発した朝鮮戦争期、北朝鮮軍の侵攻により韓国政府の機能がソウル市から釜山市に移り、約三年間臨時首都としての役割を果たしていた。当時 様子は、東亜大学校近くの 「臨 首都記念館」に残されており、 李承晩大統領の執務室などをみること できる。　
一時期臨時首都としての機能を









































山市であるが、その先には日本、具体的には九州・福岡がみえる。釜山市と福岡市の間には、飛行機・高速船・フェリー 毎日運航されており、釜山市 、 「日本との窓口」という機能も備え持っている。高速船は、約三時間で到着し、飛行機にいたっては、福岡まで約四〇分である。直線距離にして、二一五キロメートルほどである。　
よって、釜山市は韓国の他の都














































の都市」 「港湾都市」 「映画の街」という観点のみならず、 「日本との窓口」 「国際物流拠点」さらには、世界各地で進められている「国境観光」という可能性が秘められている都市でもある。実際、前述した釜山市民の対馬 光のみならず、日本を出発点とした福岡―対馬―釜山の国境観光プロジェクトが進められている。　
二〇一五年三月には、同行程で
第二回ツアーが実施され、福岡―対馬―釜山国境観光ツアーが引き金となり、 「稚内―サハリン」 「八重山―台湾」などのアーも企画される予定である。このような点からも、 「国境の街・釜山」が注目されるところである。（きむら
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